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●
南

日

本

産

三

新

鳥

の

記

載

本
無…
に

於
て

蓮
ぶ

る

三

斯「
鳥

と

拭
ア

カ

セ

ウ

ビ

ン

屬

十

雀

樋

萄
卜

雪
ω）

の

二

新
距

種
と

に

就
て

な

り
。

（
自

裟
o

岩
乙

の
一

薪

種
と

四

・

　

　
（
ご

　

穿
き
竇

o
鬘

§

貯
自

卸

o
看』

3

詮
許

・゚

℃

』
o
＜°

　
　
　
　
　
　
和

名
　

ミ
ヤ
コ

セ

ウ
ビ
冫
へ

新
種・
新
梅
）

　
詑
載
ー
虞

鳥
（

種
の

共

型
） 、

頭
及
び

後
頭
よ

b
上

背
泡
は

深
肉

桂

栗
巴、

眼
下

部
を

經
て

上

頸
側
に

逹
す
る
一

晤
線
蒼
色
の

線
あ

り、

眼
先

き

は
暗
色
に

て

殆

ど
黒
色、

眼
の

圭

部
に
一

小

蒼
日
色

の

斑
あ

塾、

背
及
び

肩

鴉
は

帶

蒼
暗
緯
色、

下

背
及
び

上

屋
筒
は

美
し
き
コ

バ

川

ト

蒼
色、

翼
の

杢
朋
の

内

瓣、

第
一

初

列
風
切

及
び

他
の

初

列
風

切
の

外
瓣
の

先
端
は

晴
禍
黒

色
、

翼
の

大

部
分
の

も

の

の

内
縁
は

閉
に

淡
色
な

う、

王

部
雨

覆、

尾

及
び

翼
の

外

瓣
は

深
海
蒼
色

に

し
て

多
少

緑
色

を

帶
ぷ、

、

尾
朋

の

内
縁
（

中

央
二

枚

を

除
く

）

は

帶
褐
黒
色
、

體
の

杢

下

百
並

び

に

下

雨

覆

及
ひ

腋
朋

は
一

樣
な

る

肉
旌

色
に

し
て

上

胸
に

あ

う
て

は

多

少
濃
色
な

り。
畠

（

論

　

　
設
）

　
0
南
日

本
産
三

薪
鳥

の

詛
載

　
（

黒
田
）

理

學

士

田

長

禮

嘴
は

黄
角
色
（

兩

嘴
の

外
鞘
は

脱

失

せ

る

如
し

）
、

脚
は

暗
赤
色

（

新
鮮
の

も
の

に

て

は

恐

ら
く

赤
昧
多

か

り

し
な

ら
ん
）

、

趾

爪
は

瞬
禍
色
な

う
。

騁
蜂
三

八

耗

（

完
全

の

も
の

に

て

は
一

層

長
か

る

べ

し
） 、

翼
一

〇
五

粍、

尾
八

〇・
五

粍、

鮒

瞭
一

七

粍．

中
趾

爪

共

二

二

粍
め

り
。

　
墓

型

標
本
は

去
る

明
治

二

十

年
二

月
五

日

沖

繩
縣
宮
古
郡
宮

右

島
に

於
て

旧

代
安
定

氏
の

探
集
せ

る

も
の

に

し
て

現
今

動
物

學
教

室
の

標
本

室
に

珍

藏
せ

ら

る
。・

　
髭

糠
本

α

甞
て

飯

島

敏
授
よ

呻

米

國
の

ス

タ

イ

冬

ゲ

ル

氏
に

進

ら

れ

し

こ

と

あ

り

し

由

電

る

も

同

民
よ

り

返

途

し
來
り

し
の

み
に

て

何

等
り

艱

告
も

通
信

も

な

き
も

の

の

如

し
。

余

ほ

珂

民
の

琉
球
地

方

鳥

類
に

關
す

る

論

夊

な

調
べ

見
し

も

絡
に

此

鳥
類

に

關
す

ろ

記

亭
愚

發
見
マ

る

砂

得

ざ
り

き
。

　
此

標

本
に

附
ゼ

ろ

符

箋
に

ほ
旧

代
安

定
氏

採

集、

二

月
五

H
・

八

軍
由

産
P
と

あ

る

の

み

瑳

噸
し

よ

り
A

尚
氏
が

毫

灣
匚

在
勤
り

こ

と

た

知
リ

得
し

か

ば

菊
池

米
太

郎
玩

な

介
L
て

共
年
及

び

採

集
地

な

問

合
苞

し

に

菊

池
氏

の

囘
愚
に

よ

り
て

前

記
の

如

く

瑚
確
に

蜘
る

を

偉

六

る

次

第
取

リ
。

妓

に

田

代・

菊

池
用

矯
に

謝

意
を

表

ず
。
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（
論
　

説
）

O
南

日

本
産
三

蔚
島
の

記

載
　
（

黒
田
）

　

　
　
（

bっ
）

、
ミ
饅

畠

G

ミ
、

爾

き
肱

ミ

霙

咎
馴

ξ
飢‘
の

β
げ
。。

や，
50

〈・

　

　
　

　
　

　

和

名

　
タ
ネ
ヤ

マ

ガ
ラ
へ

新
亜

種・
新
稱
）

　

記

載
ー

成

鳥
雌
2

（

亞

種
の

墓
型
）

昼

本

固
有
の

ヤ

マ

ガ

ラ

に

似

た
る

概

蚕
長
と

尾
長
は

署
し
く

短
か

く
、

上

面
は

多
少

暗
色、

頭

の

黒

色
は

濃
ぐ

且

つ

一

層
金

屬
光
あ

b
、

後
頭
及

び

ト

頸
の

縱
線

は

白
色
に

し
て

微
か

に

軟
皮
色

を

帶
ぷ
、

翕
の

赤
栗
色
は

其

色

濃

く、

喉
の

巣

色

大

斑

は
一

層

濃
色．

上

胸
に

あ
＾

軟
皮
色
の

帶
は

他

部
と
の

對
照
測

著
な

b
、

胸
の

中

央
ほ

稍
々

淡
色、
、

胸
側
及
び

體
側
は

濃
栗
赤
色

な
る

こ

と
タ

イ

ワ

ン

ヤ

マ

ガ

ラ

の

如

し
。

杢

長

一

三
二

粍、

嘴
峰

＝
マ

五

粍、

翼
七
二
・

五

粍．

尾
四

九・
五

粍、

趾

蹟
一

八

粍
め

り
。

　

墓

型

標
本
は

大

正
七

年
十
二

月
ド

旬
鹿

兒
島
縣

熊

毛

郡

北

種
子

村
（

種
子

島
）

に

て

探

集
セ

ら
れ

荒

木
彦
助

氏
の

好

意
に

ま

り

て

入

手
す
る

こ

と
を

得

陀
る

も

の

な

り
。

他
の

標
本

の

測

定
は

英
交

記

載

中
に

あ

り
。

本
亜

種
名

は
同

島
の

方

言
に

よ

り

し

も
の

な

り
、

　
此

新
亞

種
に

關
し

甞
て

本
誌

第
三

百

五

＋

八

號】
三

二

頁

に

余
は

荒

不

氏

が
「

鳥
」

六

號
に

種

子
島

に
ナ

ー
ス

ト

ソ

ガ

ラ

多
き
こ

と

牟

記

逑
し

あ

り

し

も

タ

イ

リ

ソ

ヤ

マ

が

ラ

に

て

に

非
ら

ざ
る

か

と
の

意
味

奄
附

記
ぜ

し
こ

と

あ

り

ー

が

今

回
研

究
の

黠

果
タ

イ

ワ

ソ

ヤ

マ

ガ

ラ

よ

り

は
大

形

な

ろ

こ

と

及

び

翕
に

赤

粟

色
多
を・
こ

と

に

て

直
に

區

別
延

ら

れ

從
て
オ

ー
ス

ト

ン

ガ

ラ

に

て

は

無
き

こ

と

明
と

な
リ

普

通
ヤ

マ

が

ラ

に
一

屠

近
者

も
の

と

云

ふ

な

得
る

な

り
。

甞
て

沖
繩

島
に

て

波
江

元
吉

氏
の

採

集
ぜ

る

ヤ

マ

ガ

ラ

類

の

】

標

夲
は
ス

タ

イ

ネ

ゲ
ル

氏
の

研

究
に

よ

り

丶、・

§
ミ
§・．
ミ
こ
・

Q
。

巳
臼

と

認
疋

せ

ら

れ

し
も

同
氏

の

記

載
に

ょ

れ

ば

臺

灣
産

の

も
の

と

は

相
逹

亨
る

鮎
あ

け

已
に

ハ

ル

テ

ル

ト

氏
の

如
き

に

沖
縄

の

も
の

祉

、
ゴ
≦、
罫
・

多
些

三・

急
と
イ

こ
程

な

り、、
八’

匹

不
幸

に

し

て
沖

羅
産
の

標
本

11
合
衆

國
立

博
物

館
に
一

閲
（

前

記
波

江
氏

採

集）
あ
ろ

外

オ

ー
ス

ト

y

氏
の

課

集
人

が
二

個
伊

得
し

か

ど

現
今

其

標
本

な

く

比

較
で
る

こ

と

な

得

ざ
る

に

置

憾
な

ろ

次

筑冖
な

り
、

　
終
り

に

於
て

荒
木

彦

助

氏
の

好
意

な
濯宀
謝
で

。

　

　
　

6）
　

、
亀

慧
靄
．

謡
鼠
脚

3
寄
螽

さ
亀

；
，

曾
嵩

9
霧
鰯

‘・

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

呂
げ
゜・
や

つ
o
く「

　

　
　

　
　

　

和

名

　
ヤ

ク
シ

ヤ
マ

ガ
ラ

新
亜

種

新
稱
）

　

詑
載
−

成
鳥
雄
（

耶

種
の

墓
型
） 、

伊

豆

七

島
中
の

新
島
に

産
す

る

ナ

ミ

ェ

ヤ

マ

ガ

ラ

に

極
め

て

似
把

る

も

尾
及

び
甜

蹠
ほ

著
し

く

短
か

く

嘴
も
亦

多

少

短
か

（

且
つ

明
に

細

き

を

以
て

匯
別
せ

ら

る
、

　

階尸

峰
一
一
二
。

五

粍、
　
朋

異

七
亠
ハ・
五

粍、

尾
五
一

粍、
眦

州

躔
一

八

粍

あ

り
β

　

墓
型
標
本
は

期

治
三

十
九

年
三

月
五

H
鹿

兒

島

縣
熊
毛

郡

屋
久

島
に
て

探

集
せ

ら
れ

現
今

動
物

學
敏

室
中
の

小

川

氏
採

集
品

中
に

保
存
せ

ら
る
。

他
の

標
本
の

測

定
は

英
交

記
載

中

に

あ
り

。

　
閃
に

奄

美
大

島
産

の

も

の

に

小
川

三

紀
氏

拭

ヤ

マ

が

ヲ

と

し、

堀

井
榮

吉

氏

は
タ

イ

ワ

ソ

ヤ

マ

ガ

ラ

ア

と

し

て

發

表
琶

ら
ろ
。

こ

は
沖

縄・
島

り

も
り

と

同
一
な
る

か

或

に
多

少

祁一
過

め

ろ
“

へ

く由
堂

灣心
座

と

は
ム翫
殃…
柵
磁

遅

で

べ

身、
悶
…

係
「卩
あ

る

まu
の

の

加叩
し
。

　

是
等
の

ヤ

マ

ガ

ラ

薮
に

就
て

他

凵

發
表

の

時
期
あ

ゐ

べ

し
。

　
現

今

知
ら
る

ろ

此

類
な

盟
の

大

さ

の

順

に

列
記
ぜ

ば
オ

ー
ス

ト

ソ

ガ

ラ
・

ヲ

ミ

エ

ヤ

マ

ガ

ラー

ヤ

マ

ガ

ラ
、

ヤ

ク

シ

マ

†

マ

ガ

ラ
、

　

タ

ネ

ヤ

マ

が

ラ
、

奄

美亠
八

島
産、

沖一
縄古
座、
　
タ

イ

Ψ

ソ

ヤ

マ

ガ

ラ

と

耳

る
“

へ

く
而

し

て

粧
山

徳
太

貼

義

の

ペ

ソ

ケ

イ
ヤ

マ

ザ

ラ

に

就
て

に

余
11
異
り

れ
る

見

解

を
有

一
1

ろ
−
も

茲

に

は
碑

畍

し

他

目冖
違
ぶ

る
ー
、
し
七

あ

ろ“
へ

・
」

P
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［
即
O

眉

月一
口昏
O
自

崘

り
O口
b

O
 

oo6

ユ
〇
一

同

O
昌
oα
　
O
喃

「

　
　

　
　

　
　

貸
）

　

罵臥
＆
6
煢

o
議

爭

畧
剛

臥
喬
謬

G
、

諱

き
3
の

サ
昌
o
ぐ譬
　

　

　

　

　

・

　
　

湯
P

3・
冨

旦
．

選
。

9
翕ソ・

鵠
 

巴

碧
山

喜
噂

や

忌
畠
け

。

ξ
唱

鋤

ぴ
PO

げ

鼬
O
 

喝

O
一

冨
づ
爭

BO
＝

O
げ
O
砂

骨

ご

q3

聾

動

螢

二
凶

σ員
目

Φ

O
ご

『
げ

げ一
⊆
O

ロo冖
円
O
蟄 ．
犀

宅
塑
ω

oo幽
5「

σ

　
ロ

¢
鋤
Φ
鴛

Φ

図
O

眇
じ

幽

O
図
δ

O
賢
蜘

診】
σQ

酔

O

し后一
9
 

Oh

冨
爭
曜
〇

一
一

〇

昌
O
ロQ

鋤

ヨ
幽

誇

炒

ご
冨
O
訊

け

び一
験
O
岸
　
、

塑

の

ヨ
勢

＝

げ
Hg

訪
ザ

タ耳
げ

罫
 

娼
9
梓

o
げ

O
＜
O
目

 

同
 
旧

げ
嘗

巳
（

舘

乙
　
研

O
暫

℃
葺

『

凄
　
匚
¢

寵
｝戸

衛
曁

目

犀

拠
NO

Φ

【

二
　
ざ
≦
o
同

｝

影

乱（
　
ヨ

ニ

ξ
国

勇

§
ぎ
。

ぎ
諺

哮岫
σq

ま
．

。

。

芭
7｝
旨
。

コ
三
μ

霧

華｝）
。悼．

乙

弩

2
に』
瞭
 
o臼堕

陣】
O

節
ヒ

oロ
け

℃
同 同
じ．
曽．
ヒ

気》
ρ
⇔｛
】

註
℃

Oh

尊μ
OO

二
酔

O
目

毛
畠

ご

Oh

準
ト

O

房

 
のけ
O
鴨

マ一．
に冒
9．
碧｝．
冨
0

動
＝

詈

ご
气

α

窓一｝
冨
げ
−｝
」
聾

O
に
一
幽
ロ

＝

 
鬥

 
幽

σq
Φ

訟

Oh

臥
μ

O
ω

爵

目

05

戯
霧

臼
ω

島
＝

〇

三
密

》
8

♂
目

一

〇

弓
℃
 

ピ

≦
窪

σα−
OO

く

o
嵩
ρ

　
唇

鑑｝
　
巳

峯

o
⊆
叶

o
鬥

　

肆
O

げ

O
宀

肩

費
臣

戯
Oo
。

　
自
櫛
ゆ

唱
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●
朝

　
鮮
　
産
　
蝶
　
類

に

予
は

豫
て

よ

り
、

朝

鮮
の

蜘
類

を
研

究
し

雲

春
希
望

を

有

し、

同

地

産

蝶
歎

の

蒐
集

存

企
た

る

も、

容

易
に

共
の

目

的
葎

蓬

ぜ

す、

空

し

く
數

年
秘

經

逝

ぜ

り
、

然
う

に

大

正

五

年

夏

當
時

東

京

帝
國
大

學

農
科
大

學
助

手
乳

り
し

山

田

保
泊

氏
の
、

偶
々

朝
鮮
に

昆
蟲

操
集

旅
行

葎

決
行
ぜ

ら
れ

し

際、

多
級
の

蝶
類
か

獲
ら

れ

之

が

調
査

な

予
に

依

囑

ゼ

ら

れ
六

る

奄

以

て
、

　

茲
に

其
の

結

果
を

報
告
し

瓦

つ

同

地

産

蝶
類
の
一

般
的

概
况

な

蓮
“

へ

同
好
の

士

の

參一
考
に

供
す

，

　

朝

鮮
の

北

は、

北

海

道

と

酪
同

緯
度
に

位
し

南
は
一

韋
帶
水

を

隔
て

≧

九

州

と
相

甥
す
る

が

故
に
、

從
來

同

地

産
の

蝶

額
は
、

北

海
道、

本

痢、

九

州

等
の

も

の

と
局
一

種

と

黒

考
せ

ら

れ

し
を
以

て

朝

鮮

が

我

園
の

版
鬮
に

入
り
て

よ

b
幾

多
の

歳
月
を

經

把
る

今

目

に

至

る

ま

で、

未

だ

本

邦
の

昆
蟲
學

者
は

同

地
の

昆
蟲

砺
究
に

指
を
染
め

し

蔚

殆

ん

ど
皆

無

と
去

ふ

可

き

有

様
な

夢、

然

れ

ど
も

氣
候

風
土
の

關

係
上
同

地
の

蝶
類
は

假
令

我

内
地

産
の

も
の

と
同

（

論

　

　
設
）
　
O
朝
鮮
産

蝶
嬪

に

就
て

　
（

仁

譜
）

就

　
て

の

仁

禮

且

尽

雄

種

に

屬
す
る

も

の

と
雖
ど

も、

所

謂

氣
候

的

變
種
と

し
て

認
む

可

き

も
の

多
く、

即

ち

内
地

産
の

多

く

が

島

嶼
的

變
種
な

る

に

反

し、

朝
鮮
産
の

も

の

は

大

陸
的

變
種
に

屬

し
、

其
の

系
統
は

満
洲、

鴛

却

−

判

図
地
方
の

も
の

に

闘
連

す
る

が

如

し
、

故
に

内
地

産
と
同

種
な

る

が

故
に

研

究
の

必

要
な

し
と
て

放

棄
す

る

は

甚
だ

輕

卒
に

．

し

て
、

況
ん
や

珍

奇
な

る

種

類
を

發
見
す
る

の

機
會
少
な

し

（

之

に

反

し

臺
灣
は

未
だ

多
少

甎

種
若
く
は

珍

種
の

發
見

を
期

待
す
る

の

プ

ロ

バ

ビ

リ

チ

ー

あ

り
）

と
の

理

由
を

以
て
、

其
の

研
究
を

怠

れ
る

が

如
き
は

予
驚
の

與
せ

ざ
る

處
に

し
て

予
が

淺
學

非

才
を

も

顧

す
本

篇
の

發
表

を

敢
て

爲
せ

し

所
以

な

う
、

　

叙
上

の

如
く

邦

人
に
て
、

朝

鮮
産

蝶

類
の

研

究
を

覆

表
せ

し

入

は

殆
ん

ど

繦
無
と
云

ふ

も
敢
て

過
言

に

非

す
と

信

す、

予
の

寡

闘

五
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